
対応のあるt検定 

対応がある： ・同じサンプルについて、データが1対1で対応 
         ・効果を調べる場合に用いる 
 
ｔ検定    ： ・ｎ数が１００以下 
          ・母集団の標準偏差が不明な場合 



対応あり、正規分布→ ｔ検定 

 ある薬を投与して３０分後に体温を測
定したとき、投与前と投与後の体温に佐
賀あるかどうかを調べました。 

 １０人をランダムに選び、右表のデータ
を得ましたが投与前後で体温に差があ
るといえるか？有意水準０．０５で検定し
なさい。 

サンプル 投与前 投与後 差 
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棄却域は有意水準0.05の場合   

自由度ｆ＝１０－１＝９     

t分布表より、       

ｔ（ｆ、α/2）＝ｔ（９、0.05/2）＝2.262   

T＝2.34＞2.262＝ｔより、帰無仮説（投与前後に差がない）棄却   

投与前と投与後で、平均体温には差がある 

44.0d

0d

投与前後の差の平均値が 
帰無仮説に対してどうかを見る 



自由度ｆ＝９、有意水準α＝0.05のときのｔの値を求める 

ｔ＝ｔ（ｆ、α／２）＝ｔ（９、0.05／2）＝ｔ（９、0.025）＝２．２６２ 



Minitab 
①データを入力 

②統計→基本統計→対応のあるｔ検定 をクリック 

③サンプル１と２にデータ列を選択 

④ 

⑤仮説差は０とする 
⑥チェックレを入れてOK 

⑦ 



実行結果 

投与前後の差をプロット 

95％信頼区間 

外れ 外れ 

外れ 外れ 

外れ 外れ 

0.05以下なの
で有意差あり 



t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

投与前 投与後
平均 37.14 36.7
分散 2.93 2.15
観測数 10.00 10.00
ピアソン相関 0.94
仮説平均との差異 0.00
自由度 9.00
t 2.34
P(T<=t) 片側 0.022
t 境界値 片側 1.83
P(T<=t) 両側 0.044
t 境界値 両側 2.262

Excel 

①分析ツールから選択 

②該当するセルを選択 

０を入力 

チェック入れる 

実行結果 

0.05以下なの
で有意差あり 

Ｔ値2.34＞閾値ｔ2.262 
なので有意差あり 


